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◉
論
考

一
　
問
題
の
所
在

な
ん
の
た
め
に
板
木
を
買
う
の
か
。「
版
元
に
と
っ
て
版
木
が
財
産
で
あ
っ
た
」 （
１
）

こ
と
を
想
起
す
れ
ば
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
明
治
十
年
代
を
背
景

に
問
う
て
み
る
な
ら
ば
、
事
情
は
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

明
治
十
年
代
に
お
け
る
出
版
営
為
の
法
的
根
拠
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

九
月
の
改
正
出
版
条
例
に
あ
る
。
そ
の
第
一
条
と
第
二
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。

第
一
条　

図
書
ヲ
著
作
シ
、
又
ハ
外
国
ノ
図
書
ヲ
翻
訳
シ
テ
出
版
セ
ン
ト
ス

ル
者
ハ
、
出
版
ノ
前
ニ
内
務
省
ヘ
届
ケ
出
ヘ
シ
。
但
シ
、
社
則
塾
則
引
札
ノ

類
、
印
刷
シ
テ
発
売
セ
サ
ル
者
ハ
此
例
ニ
ア
ラ
ス
。

第
二
条　

図
書
ヲ
著
作
シ
、
又
ハ
外
国
ノ
図
書
ヲ
翻
訳
シ
テ
出
版
ス
ル
ト
キ

ハ
三
十
年
間
専
売
ノ
権
ヲ
与
フ
ヘ
シ
。
此
ノ
専
売
ノ
権
ヲ
版
権
ト
云
フ
。
但

シ
、
版
権
ハ
願
フ
ト
願
ハ
サ
ル
ト
ハ
本
人
ノ
随
意
ト
ス
。
故
ニ
版
権
ヲ
願
フ

者
ハ
願
書
ヲ
差
出
シ
、
免
許
ヲ
請
フ
ヘ
シ
。
其
願
ハ
サ
ル
者
ハ
各
人
一
般
ニ

出
版
ス
ル
ヲ
許
ス （
２
）。

出
版
前
に
は
内
務
省
に
届
け
出
る
こ
と
、
そ
し
て
版
権
、
す
な
わ
ち
三
十
年
間

の
専
売
権
を
確
保
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
「
願
書
」（
版
権
願
）
が
必
要
と
な
る
が
、

版
権
が
不
要
で
あ
れ
ば
出
版
届
の
み
の
提
出
と
な
る
こ
と
、
け
れ
ど
も
出
版
届
に

は
専
売
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
「
各
人
一
般
ニ
出
版
ス
ル
」
こ
と
が
可
能

と
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
別
書
肆
か
ら
別
版
が
出
版
さ
れ
て
も
問
題
と
な
ら
な
い

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
本
屋
仲
間
が
担
っ
て
き
た
独
占

機
能
や
権
益
擁
護
機
能
を
内
務
省
が
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
み
な

ら
ず
、
無
版
権
書
物
に
つ
い
て
は
翻
刻
自
由
、
重
板
お
構
い
な
し
と
な
っ
た
の
で

あ
る （
３
）。
大
阪
の
河
内
屋
一
統
の
ひ
と
り
三
木
佐
助
が
「
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
一
新
例
」

と
驚
い
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た （
４
）。

板
株
と
い
う
概
念
の
消
失
は
、
そ
の
権
利
を
物
理
的
に
担
保
し
て
い
た
板
木
の

機
能
を
も
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
先
ほ
ど
の
「
版
元
に
と
っ

て
版
木
が
財
産
で
あ
っ
た
」
と
い
う
文
言
を
置
い
て
み
た
と
き
、
こ
の
「
財
産
」

の
な
か
に
板
木
（
版
）
に
対
す
る
排
他
的
権
利
は
も
は
や
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
あ

る
の
は
た
だ
板
木
使
用
料
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
な
ん
の
た

め
に
板
木
を
買
う
の
か
」
と
い
う
問
い
は
そ
こ
に
帰
結
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

そ
の
う
え
で
検
討
し
て
み
た
い
の
は
、
板
木
運
用
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

出
版
営
為
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
過
程
を
示
す
出
版

元
の
内
部
文
書
に
就
き
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
残
存
が
き
わ
め
て
稀
で
あ
る

と
い
う
史
料
的
限
界
が
あ
る
。
京
都
の
書
肆
山
城
屋
文
政
堂
の
、「
近
世
期
の
本
屋

板
木
所
有
の
心
性
　
―
桂
雲
堂
大
阪
支
店
に
お
け
る
板
木
購
入
と
明
治
期
後
印
本�

磯
部
　
敦
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仲
間
の
間
で
日
常
的
に
夥
し
く
遣
り
取
り
さ
れ
た
は
ず
の
文
書
」
を
分
析
し
た
永

井
一
彰
『
藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
』
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
貴
重
な
事
例
集

と
な
っ
て
い
る （
５
）。
同
書
に
よ
っ
て
板
木
売
買
の
具
体
的
な
過
程
や
記
録
と
い
っ

た
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
板
木
売
買
文
書
の
読
み
方
や
検
証
の

し
か
た
と
い
っ
た
方
法
論
も
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
紹
介
す
る
と
こ
ろ

の
「
藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
」
百
点
（
百
二
十
八
通
）
の
う
ち
明
治
期
の
も

の
は
十
一
点
の
み
で
、
な
か
で
も
明
治
十
年
代
の
事
例
は
八
坂
神
社
か
ら
文
政
堂

に
宛
て
た
献
本
納
品
証
一
点
し
か
な
い
。
同
書
に
は
、
佐
々
木
竹
苞
楼
所
蔵
の
「
竹

苞
楼
『
蔵
板
員
数
』」
も
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
書
名
と
板
木
枚
数
、
相
合
か

単
独
所
有
か
、
そ
し
て
相
合
の
場
合
は
所
持
分
の
板
木
の
板
前
（
板
木
の
分
け
方
）、

丁
数
、
そ
れ
に
後
日
の
売
買
に
伴
う
板
木
移
動
な
ど
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
明

治
十
年
代
の
事
例
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
参
考
に
な
ろ
う （
６
）。
こ
の
文
書
記

録
と
残
存
板
木
を
照
合
分
析
し
た
永
井
一
彰
「
板
木
の
分
割
所
有
」 （
７
）
と
と
も
に
、

本
稿
で
は
方
法
論
的
に
大
き
な
示
唆
を
得
て
い
る
。

永
井
論
文
の
焦
点
は
「
板
前
を
詳
し
く
記
し
た
竹
苞
楼
の
『
蔵
板
員
数
』
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
膨
大
な
板
木
」 （
８
）
を
照
合
し
、
板
木
分
割
所
有
の
あ
り
よ
う
を

板
木
と
の
照
合
に
お
い
て
物
理
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
板

木
の
所
有
や
運
用
の
あ
り
よ
う
を
、
書
物
そ
れ
自
体
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
検
討

す
る
。
検
討
対
象
は
、
先
ご
ろ
ま
で
奈
良
で
営
業
し
て
い
た
桂
雲
堂
豊
住
書
店
（
江

戸
後
期
〜
二
〇
二
一
年
十
月
）
の
大
阪
支
店
（
以
下
、「
桂
雲
堂
支
店
」
と
略
記
）。

同
店
の
文
書
群
よ
り
蔵
版
台
帳
を
主
だ
っ
た
検
討
史
料
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。

二
　
桂
雲
堂
豊
住
書
店
略
史
と
豊
住
書
店
史
料

二
・
一
　
略
史

桂
雲
堂
豊
住
書
店
の
来
歴
に
つ
い
て
、
桂
雲
堂
支
店
を
中
心
に
見
て
お
こ
う
。

書
店
の
始
ま
り
は
確
定
的
で
は
な
い
が
、『
伊
賀
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
幕
末
頃
、

豊
住
家
三
代
目
伊
兵
衛
の
頃
よ
り
伊
賀
上
野
で
出
版
活
動
を
開
始
し
た
と
い
う （
９
）。

屋
号
は
桂
雲
堂
。
そ
の
伊
兵
衛
が
大
阪
に
支
店
を
開
い
た
の
は
明
治
十
二
年
（
一

八
七
九
）
頃
の
よ
う
で
、
次
男
の
幾
之
助
を
店
主
に
立
て
て
い
た
。
大
坂
本
屋
仲

間
『
出
勤
帳
』
八
十
三
番
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
五
月
二
十
六
日
記
事
に

「
新
加
入
人
｛
卸
売
下
等
｝｛
古
本
商
共
｝
豊
住
筬

（
マ
マ
）之

助
」
と
あ
る
が （
10
）、
明
治
十

二
年
十
月
『
書
籍
商
仲
間
議
員
盟
約
簿
』
に
「
豊
住
筬
之
助
」
の
名
が
確
認
で

き （
11
）、
明
治
十
二
年
に
は
大
阪
に
進
出
し
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
当
初

の
所
付
は
「
東
区
備
後
町
四
十
番
地
」
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

頃
に
「
心
斎
橋
北
久
宝
寺
町
」
に
移
転
し
て
い
る
。

豊
住
書
店
史
料
中
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月
付
『
改
革
主
意
書
』
に

よ
れ
ば
、「
去
ル
十
八
年
裁
判
事
件
已
降
大
ニ
声
価
ヲ
落
シ
」
た
こ
と
に
加
え
て
多

く
の
負
債
が
本
店
（
伊
賀
上
野
、
豊
住
伊
兵
衛
）
を
圧
迫
し
、
家
業
が
傾
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る （
12
）。
同
史
料
は
そ
の
立
て
直
し
「
改
革
」
の
た
め
に
作
成
さ

れ
た
「
主
意
書
」
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
四
日

付
『
支
店
身
代
譲
受
候
確
証
』（
大
阪
支
店
豊
住
弥
太
郎
差
出
、
伊
賀
本
舗
豊
住
御

両
親
宛
）
に
「
本
年
本
月
ゟ
当
大
阪
支
店
身
代
現
今
有
姿
之
侭
悉
皆
譲
り
受
申
候

事
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
伊
賀
本
店
が
「
当
支
店
現
今
有
し
候
書
籍
新

本
古
本
他
板
及
手
板
物
等
は
無
差
別
有
之
侭
悉
皆
譲
り
受
」
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
頃
に
、
幾
之
助
は
新
た
に
奈
良
に
設
け
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ら
れ
た
豊
住
支
店
に
伊
兵
衛
二
女
の
喜
志
と
と
も
に
移
り
住
ん
で
い
る （
13
）。
明
治

二
十
年
代
中
ご
ろ
に
は
伊
兵
衛
も
移
住
し （
14
）、
奈
良
を
地
盤
と
し
て
見
さ
だ
め
た

の
ち
は
、
餅
飯
殿
町
か
ら
角
振
町
へ
、
さ
ら
に
大
正
時
代
に
な
っ
て
東
向
北
町
へ

移
転
。「
美
麗
な
る
日
本
式
二
階
建
て
の
店
舗
に
て
東
海
堂
其
他
と
大
い
に
取
引
を

行
ひ
古
書
、
新
刊
書
籍
、
雑
誌
を
手
広
く
店
売
す
る
外
、
国
定
を
若
干
取
扱
ひ
、

同
市
に
於
て
老
書
肆
の
貫
禄
を
備
へ
つ
ゝ
屈
指
の
大
書
店
と
し
て
勢
威
を
振
ふ
」

云
々
と
評
さ
れ
る
に
至
る
の
だ
っ
た （
15
）。
二
〇
二
一
年
十
月
末
、
閉
店
。

二
・
二
　『
桂
雲
堂
蔵
版
書
目
録
』
と
板
木
市
文
書

前
項
略
史
で
使
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
豊
住
書
店
史
料
と
は
、
豊
住
家
に
遺
さ

れ
て
き
た
板
木
の
ほ
か
、
蔵
版
目
録
、
明
細
帳
、
板
木
市
史
料
、
契
約
書
類
な
ど

営
業
に
直
接
関
わ
る
文
書
類
、
金
銭
貸
し
借
り
、
分
家
届
、
寄
留
届
な
ど
家
の
動

向
に
関
わ
る
文
書
類
、
豊
住
書
店
刊
本
や
取
り
扱
い
書
物
、
古
物
、
販
促
品
、
看

板
類
な
ど
か
ら
な
る
一
群
を
い
う
。
本
稿
で
は
、
営
業
に
関
わ
る
文
書
よ
り
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
ま
で
の
蔵
版
記
録
『
桂

雲
堂
蔵
版
書
目
録
』（
以
下
『
書
目
』
と
略
記
）
甲
乙
丙
丁
の
四
冊
を
主
た
る
検
討

対
象
と
し
て
い
る
。

『
書
目
』
に
は
、
甲
冊
二
百
二
十
四
点
、
乙
冊
百
九
十
六
点
、
丙
冊
百
八
十
七

点
、
丁
冊
九
十
二
点
の
、
計
六
百
九
十
九
点
の
蔵
版
書
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
書

式
が
定
ま
っ
て
お
り
、
管
理
番
号
、
所
蔵
板
木
枚
数
、
板
木
購
入
年
月
日
と
購
入

し
た
板
木
市
、
外
題
、
冊
数
、
軒
前
と
購
入
代
金
、
丁
数
と
板
賃
、
仕
入
員
数
記

（
板
木
の
使
用
状
況
）、
相
合
書
肆
、
書
物
作
製
費
の
各
項
目
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

匡
郭
外
左
下
に
「
豊
住
桂
雲
堂
蔵
板
之
記
」。
す
べ
て
オ
モ
テ
丁
の
み
に
刷
ら
れ
て

い
る
。
ウ
ラ
丁
は
白
で
、
板
木
使
用
が
規
定
の
ス
ペ
ー
ス
に
お
さ
ま
り
き
ら
な
い

と
き
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

『
書
目
』
乙
号
記
載
の
『
歴
史
綱
鑑
補
』
で
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
【
図
１
】。

管
理
番
号
は
第
三
号
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
十
五
日
と
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
五
月
二
十
二
日
の
板
木
市
で
二
回
購
入
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
伊
丹

屋
前
川
善
兵
衛
主
催
の
市
で
あ
っ
た
。
軒
前
、
す
な
わ
ち
分
割
所
有
時
の
割
合
は
、

初
回
購
入
分
は
八
十
軒
の
一
軒
前
、
二
回
目
は
十
軒
の
一
軒
前
と
な
っ
て
い
る
。

外
題
は
「
暦（

マ
マ
）史

綱
鑑
補
」 （
16
）。
全
四
十
冊
。
全
丁
数
は
二
千
四
百
三
十
二
丁
で
、
そ

の
う
ち
の
二
百
十
六
丁
分
、
四
丁
張
板
木
四
十
七
枚
と
二
丁
張
板
木
十
四
枚
を
所

持
し
て
い
る
。
丸
板
賃
、
す
な
わ
ち
相
合
の
『
歴
史
綱
鑑
補
』
を
他
肆
所
持
板
木

も
含
め
て
刷
る
場
合
は
十
部
に
つ
き
六
円
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
豊
住
所
持
分
の

【図１】�豊住書店史料『桂雲堂蔵版書目録』乙号より第
３号「暦史綱鑑補」
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板
木
使
用
料
は
十
部
に
つ
き
合
計
六
十
七
銭
五
厘
と
な
っ
て
い
る
。
仕
入
員
数
項

目
に
は
「
十
森
本　

十
内
」
と
あ
り
、
河
内
屋
森
本
太
助
と
豊
住
が
こ
れ
ら
の
板

木
を
用
い
て
『
歴
史
綱
鑑
補
』
を
十
部
ず
つ
作
製
し
て
い
る
。
相
合
書
肆
と
し
て
、

山
内
（
河
内
屋
山
内
八
十
七
カ
）、
小
伊
（
小
島
伊
兵
衛
）、
森
本
（
河
内
屋
森
本

太
助
）、
秋
宗
（
秋
田
屋
宗
栄
堂
田
中
太
右
衛
門
）、
河
源
（
河
内
屋
前
川
源
七
郎
）、

内
（
豊
住
）
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
山
内
と
小
島
が
二
十
三
銭
二
厘
五
毛
、
森
本

と
秋
田
屋
が
二
十
四
銭
、
河
内
屋
が
六
銭
、
豊
住
が
六
銭
七
厘
五
毛
と
、
軒
前
に

応
じ
て
所
持
板
木
十
部
の
使
用
料
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
下
段
に
は
『
歴
史
綱
鑑

補
』
を
十
部
作
製
す
る
に
あ
た
っ
て
の
板
賃
や
紙
代
等
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、『
歴

史
綱
鑑
補
』
の
場
合
、
十
部
に
つ
き
三
十
八
円
十
四
銭
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
丸

板
／
相
合
に
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
。

簿
冊
に
戻
っ
て
、
表
紙
右
肩
貼
付
の
題
簽
に
は
「
明
治
十
八
年
二
月
改
正
／
桂

雲
堂
蔵
版
書
目
録　
｛
豊
住
所
有
記}{

四
冊
之
内}
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

乙
丙
丁
巻
の
後
ろ
表
紙
見
返
し
に
は
「
大
阪
府
下
東
区
北
久
宝
寺
町
四
丁
目
十
四

番
地
／
書
林
桂
雲
堂
豊
住
幾
之
助
所
有
／
四
冊
の
内
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
板

木
の
購
入
記
録
は
必
ず
し
も
時
系
列
で
は
な
い
が
、
途
中
挿
入
の
痕
跡
な
く
ジ
ャ

ン
ル
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
史
料
が
「
明
治
十
八
年
二
月
」
の
「
改

正
」、
す
な
わ
ち
前
出
の
明
治
十
九
年
一
月
四
日
付
『
支
店
身
代
譲
受
候
確
証
』
に

み
る
支
店
身
代
譲
り
渡
し
の
ほ
ぼ
一
年
前
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
見
据
え

て
整
理
し
、
記
録
し
直
し
た
も
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
使
用
し
て

い
た
台
帳
類
は
残
存
し
て
い
な
い
。
支
店
譲
り
渡
し
後
の
明
治
二
十
三
年
ま
で
書

き
継
が
れ
て
い
る
が
、
本
店
の
伊
兵
衛
の
動
向
で
あ
ろ
う
か
。
教
科
書
な
ど
で
は

明
治
九
年
の
記
録
も
見
ら
れ
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
支
店
開
業
が
明
治
十
二
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
豊
住
伊
兵
衛
蔵
版
の
板
木
を
支
店
の
幾
之
助
に
移
し
た
と
見

て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
豊
住
書
店
史
料
に
は
『
書
目
』
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
板
木
市
文

書
群
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
板
木
市
会
場
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

糊
貼
付
痕
等
は
見
ら
れ
ず
、
見
本
と
し
て
持
参
し
た
板
木
や
書
物
の
上
に
置
い
た

り
し
て
い
た
も
の
か
と
思
し
い
。
出
品
番
号
（
朱
書
）、
書
名
、
丁
数
、
軒
前
、
板

賃
、
相
合
書
肆
、
購
入
者
（
別
筆
）
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
市
会
ご
と
に
紙
縒
り

で
綴
じ
て
あ
る
。
紙
縒
り
に
は
、
年
月
日
会
場
等
の
市
会
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。【
図
２
】
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
三
月
十
五
日
市
会
の
も
の
で
、
紙
縒

り
に
は
「
明
治
十
四
年
三
月
十
五
日
／
西
京
田
治
市
宅
ニ
而
買
入
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
（
会
元
の
「
田
治
」
は
田
中
屋
治
兵
衛
）。
購
入
の
の
ち
自
店
の
蔵
版
書
目

録
等
に
転
記
す
れ
ば
不
要
に
な
る
文
書
の
た
め
、
残
存
き
わ
め
て
稀
な
史
料
と
い

え
よ
う
。
豊
住
書
店
史
料
の
場
合
、
参
加
市
の
文
書
が
す
べ
て
残
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
、『
書
目
』
に
市
会
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
記
録
も
見
受
け

ら
れ
る
。

先
ほ
ど
の
『
歴
史
綱
鑑
補
』
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。【
図
３
】
は
明
治
十
五
年

四
月
十
五
日
伊
丹
屋
善
兵
衛
市
会
の
も
の
で
、
軒
前
は
「
八
十
軒
ノ
一
軒
前
」、
板

【図２】�豊住書店史料板木市
文書より明治14年３月
15日市会紙縒り
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賃
と
し
て
「
丸
板
賃
拾
部
ニ
付
六
百
匁
／
此
板
江
七
匁
五
分
取
ル
」、
相
合
書
肆
は

「
河
太  

山
内  

河
源  

此
板
」
で
、
豊
住
は
「
此
板
」
を
「
九
円
」
で
購
入
し
て
い

る
。
次
の
【
図
４
】
は
明
治
十
六
年
五
月
二
十
二
日
伊
丹
屋
善
兵
衛
市
会
の
も
の

で
、
軒
前
は
「
十
軒
之
壱
軒
前
」、
板
賃
は
「
丸
板
賃
拾
部
ニ
付
六
百
匁
／
此
板
ヘ

六
十
匁
取
」、
相
合
は
「
河
太  

河
源  

山
内  

豊
住  

此
板
」
で
、
豊
住
は
「
此
板
」

を
「
十
円
」
で
購
入
し
て
い
る
。
両
史
料
と
前
出
『
書
目
』
と
で
異
な
る
の
は
相

合
書
肆
で
あ
る
が
、
明
治
十
六
年
五
月
市
会
で
売
り
に
出
さ
れ
た
「
此
板
」
の
蔵

版
主
は
確
定
で
き
な
い
。
明
治
十
五
年
四
月
市
会
時
点
で
所
持
し
て
い
た
河
内
屋

太
助
、
河
内
屋
源
七
郎
、
河
内
屋
八
十
七
の
誰
か
が
所
持
す
る
板
木
の
一
部
を
売

り
に
出
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
明
治
十
五
年
四
月
以
降
の
市
会
で
入
手
し
た
誰
か

が
売
り
に
出
し
た
の
か
、
残
存
史
料
か
ら
は
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治

十
六
年
五
月
以
降
も
売
り
に
出
さ
れ
た
よ
う
で
、『
書
目
』
に
は
小
島
伊
兵
衛
と
秋

田
屋
太
右
衛
門
が
相
合
に
加
わ
っ
て
い
る
が
、
ど
の
時
点
か
ら
な
の
か
も
不
明
で

あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
板
木
市
文
書
に
お
け
る
価
格
表
記
に
旧
単
位
が
散
見
さ
れ

る
が
、
諸
記
録
の
比
較
か
ら
一
匁
＝
一
銭
と
見
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、「
六
百

匁
」
は
六
円
、「
七
匁
五
分
」
は
七
銭
五
厘
、「
六
十
匁
」
は
六
十
銭
と
な
り
、
前

述
の
と
お
り
乙
号
「
歴
史
綱
鑑
補
」
板
賃
は
合
計
六
十
七
銭
五
厘
と
な
る
の
で
あ

る
。豊

住
書
店
に
現
存
す
る
板
木
は
二
百
八
十
一
枚
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
書

名
が
特
定
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
二
十
二
点
が
『
書
目
』

と
合
致
し
て
い
る
が
、『
書
目
』
掲
載
書
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
各

書
に
お
け
る
所
持
板
木
す
べ
て
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
刷
り
立
て
ら
れ
た
書
物
と
の
関
連
、
す
な
わ
ち
『
書
目
』
の
記
述
が
書
物
に

い
か
に
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
着
目
す
る
。

【図４】�豊住書店史料板木市文書より明治16年５
月22日市会記録

【図３】�豊住書店史料板木市文書より明治15年４
月15日市会記録
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三
　『
書
目
』
分
析

三
・
一
　
年
別
推
移
と
そ
の
背
景

桂
雲
堂
支
店
の
活
動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
ま
ず
は
『
書
目
』

記
録
か
ら
板
木
市
購
入
書
を
抜
き
出
し
て
年
別
の
点
数
推
移
を
見

て
み
よ
う
。

『
書
目
』
に
は
板
木
市
で
購
入
し
た
記
録
も
あ
れ
ば
、
み
ず
か
ら

開
版
し
た
記
録
も
あ
る
。
先
ほ
ど
の
『
歴
史
綱
鑑
補
』
の
よ
う
に

購
入
市
会
の
開
催
年
月
日
や
会
元
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
の

だ
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
記
録
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
、『
書
目
』
乙
号
記
載
の
『
物
理
階
梯
字
引
』
年

月
日
欄
は
「
明
治
十
三
年
十
二
月
十
二
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
日
は
伊
丹
屋
善
兵
衛
会
元
に
よ
る
市
が
開
催
さ
れ
た
日
で
あ
り
、

軒
前
に
「
弐
軒
ノ
壱
軒
前
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
板

木
市
で
の
購
入
と
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
が
、
も
し
か
し
た
ら
相
合

書
肆
（
河
内
屋
岡
島
真
七
）
と
直
接
や
り
と
り
し
た
の
か
も
し
れ

ず
、
背
景
事
情
を
断
定
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
書

目
』
記
載
年
月
日
と
板
木
市
開
催
年
月
日
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
市

会
不
記
載
で
断
定
で
き
な
い
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
【
表
１
】【
表
２
】
の
推
移
表
は
、
単
純
に
市
会
購
入
情
報

の
有
無
で
振
り
分
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
回
の

市
会
で
購
入
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
計
上
し
て
あ

る
こ
と
も
附
言
し
て
お
く
。
な
お
、『
書
目
』
軒
前
欄
に
は
蔵
版
形

態
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
相
合
で
あ
れ
ば
軒
前
の
割
合
が
、
丸
板

3 4 2 2
5

27

41

63

18

12
7 8

1

16

40

63

79

21

16

8
46 5

2 2
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

M09 M10 M11 M12 M13 M14 M15 M16 M17 M18 M19 M20 M21 M22 M23 年不明

丸板 相合 形態不明

8 8
14 16

40

33

26
20

12

4 5 4 5 3

22

1 2 3

13

4 2 3 3 4 21 1 2 3 2 2
5

7 6
1 1

4

15

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

M09 M10 M11 M12 M13 M14 M15 M16 M17 M18 M19 M20 M21 M22 M23 年不明

丸板 相合 形態不明

【表１】『書目』に見る、板木市での購入状況

【表２】『書目』に見る、板木市以外の記録
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で
あ
れ
ば
「
丸
板
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
何
も
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
も
あ
る
。
そ
の
と
き
は
「
形
態
不
明
」
に
割
り
振
っ
た
。

さ
て
、【
表
１
】
を
見
て
み
よ
う
。
支
店
を
開
設
す
る
明
治
十
二
年
以
前
で
確
認

で
き
る
の
は
丸
板
数
点
の
み
で
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
伊
兵
衛
が
板
木
市
で
購
入
し

て
い
た
蔵
版
書
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
支
店
開
設
後
、
明
治

十
三
年
よ
り
相
合
が
増
え
は
じ
め
て
い
く
が
、
そ
の
背
景
に
は
本
屋
仲
間
へ
の
加

入
と
、
そ
れ
に
伴
う
大
阪
市
会
へ
の
参
加
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
十

六
年
を
頂
点
と
し
て
急
激
に
減
少
し
て
い
く
。
明
治
十
九
年
に
本
店
へ
支
店
を
譲

渡
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
店
舗
移
転
の
明
治
十
七
年
か
ら
激
減
し
、
明
治
十

八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
丸
板
が
一
点
も
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
は
、
す
で
に
支

店
の
経
営
が
傾
き
か
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

一
方
、
市
会
購
入
情
報
の
無
い
記
録
に
基
づ
く
【
表
２
】
は
、
そ
の
逆
の
推
移

と
な
っ
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
市
会
購
入
情
報
の
記
載
漏
れ
の
可
能
性
は
あ
る

―
実
際
、
次
の
【
表
３
】
の
年
別
点
数
と
く
ら
べ
て
み
れ
ば
、
い
か
に
記
載
漏

れ
が
多
い
か
が
分
か
る
―
も
の
の
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
市
会
へ
の
参
加

を
支
店
運
営
の
中
心
に
据
え
て
い
た
傾
向
が
見
て
と
れ
よ
う
。
市
会
参
加
を
投
入

金
額
の
面
か
ら
ま
と
め
て
み
る
と
、【
表
３
】
の
よ
う
に
な
る
。
先
に
【
表
１
】
よ

り
、
明
治
十
六
年
を
頂
点
と
し
た
山
型
の
傾
向
を
指
摘
し
た
が
、
明
治
十
三
年
の

投
入
金
額
三
十
六
円
を
基
準
に
し
て
み
れ
ば
、
明
治
十
四
年
は
三
倍
、
明
治
十
五

年
は
約
七
倍
半
、
明
治
十
六
年
は
約
八
倍
も
の
金
額
を
投
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
豊
住
書
店
史
料
『
改
革
主
意
書
』（
明
治
二
十
年
七
月
）
に
再
度
登
場

願
お
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
已
ニ
現
在
ノ
負
債
高
殆
ト
金
壱
千
弐
百
円
之
多
額
ニ

及
、
此
利
子
壱
ヶ
月
金
拾
弐
円
ヲ
消
費
ス
」
る
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
（
句
読
点
引

用
者
）、
早
急
に
「
大
改
革
」
を
敢
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
況
に
あ
っ
た
。
も
と
も
と

若
干
の
負
債
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
豊
住
謹
治
郎
分
家
の
際
の
出
費
（
津
に
分

店
を
設
置
）、
本
店
の
造
作
な
ど
が
時
期
的
に
重
な
っ
て
い
っ
て
い
き
、「
此
合
計

金
額
殆
ト
壱
万
壱
千
五
百
円
之
消
費
ニ
及
、
是
ニ
依
テ
頭
書
ノ
負
債
ヲ
生
ス
」
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
が
、
こ
の
「
合
計
金
額
」
や
「
負
債
」
の
な
か
に
は

【表３】板木市文書に見る購入点数・合計額
開催年月日 会元 購入点数 総額 年別総額

明治13年 ６ 月19日 前川善兵衛  5 10円45銭
36円 ５ 銭

明治13年12月12日 前川善兵衛 14 25円60銭
明治14年 １ 月12日 前川善兵衛 16 24円85銭

98円12銭明治14年 ３ 月15日 田中治兵衛（京） 11 13円60銭
明治14年12月 ４ 日 前川善兵衛 39 59円67銭
明治15年 ４ 月15日 前川善兵衛 47 92円69銭 ５ 厘

273円34銭
明治15年 ４ 月15日 21 ５ 円15銭
明治15年11月17日 前川善兵衛 34 109円53銭 ５ 厘
明治15年12月 ９ 日 田中治兵衛（京） 36 65円96銭
明治16年 ４ 月16日 前川善兵衛 48 65円 ３ 銭 ５ 厘

292円91銭 ５ 厘
明治16年 ５ 月22日 前川善兵衛 56 102円67銭 ４ 厘
明治16年10月13日 田中治兵衛（京）  9 15円15銭
明治16年12月 ７ 日 57 110円 ５ 銭 ６ 厘
明治17年12月 ４ 日 前川善兵衛 36 126円 ６ 銭

188円59銭 ６ 厘
明治17年（月日不明） 12 62円53銭 ６ 厘
明治18年 ５ 月24日 13 ９ 円10銭 ９ 円10銭
明治19年 ５ 月24日 前川善兵衛 18 11円59銭 ９ 厘 11円59銭 ９ 厘
明治20年 ６ 月17日 22 15円83銭 ７ 厘 15円83銭 ７ 厘
明治23年 ２ 月17日 前川善兵衛 10 21円95銭 21円95銭
（開催年月日不明）  8 29円85銭
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「
近
年
板
木
買
入
金
及
新
板
彫
刻
物
等
総
金
額
三
千
八
百
余
円
ニ
及
、
且
支
店
譲
渡

現
品
及
敷
金
并
ニ
貸
売
金
合
計
凡
弐
千
余
円
、
同
支
店
ノ
負
債
引
受
金
額
凡
弐
百

円
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
な
ぜ
支
店
の
出
費
が
嵩
ん
で
い
っ
た
の
か
。

如
此
ク
纔
カ
ノ
年
限
ニ
斯
モ
支
店
ノ
衰
態
ニ
及
ヒ
タ
ル
原
因
ハ
、
元
来
商
法

上
不
熟
練
ノ
所
、
前
後
始
終
ノ
考
案
無
之
、
只
無
闇
ニ
手
ヲ
広
ケ
、
支
店
所

有
之
物
品
ハ
勿
論
、
中
間
内
ノ
セ
リ
物
品

ヲ
莫
大
携
帯
シ
、
旅
■
ニ
出
、
過
半
ハ
貸

込
商
内
ニ
シ
テ
貸
倒
シ
、
増
殖
シ
、
殆
ト

損
毛
ヲ
醸
ス
。（
■
箇
所
不
読
）

同
史
料
は
、
幾
之
助
が
「
商
法
上
不
熟
練
ノ

所
」
に
「
前
後
始
終
ノ
考
案
無
之
、
只
無
闇
ニ

手
ヲ
広
ケ
」
て
貸
し
倒
れ
に
な
っ
て
負
債
が
生

じ
て
い
っ
た
と
す
る
が
、
で
は
、
そ
の
幾
之
助
が

「
無
闇
ニ
手
ヲ
広
ケ
」
ら
れ
る
だ
け
の
資
金
は

い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

『
書
目
』
は
甲
号
を
除
い
て
ジ
ャ
ン
ル
が
立
項

さ
れ
て
い
る
が
、【
表
４
】
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル

ご
と
記
載
点
数
を
丸
板
、
相
合
、
形
態
不
明
（
丸

板
な
の
か
相
合
な
の
か
不
明
）
に
分
け
て
一
覧

化
し
た
も
の
で
あ
る
。『
書
目
』
四
冊
記
載
の
合

計
点
数
は
六
百
九
十
九
点
で
あ
る
が
、
一
点
に

つ
き
複
数
回
板
木
を
購
入
し
て
い
る
場
合
は
そ

の
都
度
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
計
七
百

六
十
二
点
と
な
っ
て
い
る
。
文
政
堂
板
木
売
買

文
書
を
分
析
し
た
永
井
前
掲
書
は
、
板
木
所
持
形
態
に
つ
い
て
「
丸
で
あ
る
の
か

相
合
で
あ
る
の
か
判
ら
な
い
９
２
点
を
除
く
３
１
１
点
の
う
ち
、
丸
板
・
丸
株
売

買
が
１
１
２
点
、
分
割
所
有
に
よ
る
売
買
が
１
９
９
点
で
、
全
体
の
約
６
４
％
が

分
割
所
有
に
よ
る
相
合
版
と
い
う
計
算
」
に
な
り
、
竹
苞
楼
『
蔵
板
員
数
』
で
も

所
有
形
態
が
不
明
な
十
三
点
を
除
い
た
「
３
０
９
点
の
う
ち
丸
と
す
る
も
の
は
１

【表４】『桂雲堂蔵版書目録』ジャンル別数値
丸板
○

丸板
×

相合
○

相合
×

形態不明
○

形態不明
× 合計

合計 （1） 413 284 65 762
合計 （2） 156 257 34 250 31 34 762

甲号 （オモテ） 121   33   7 31   7 199
（ウラ）   17   9   26

乙号 暦史ノ部     1   4   18   1   24
経書ノ部     1     4   3   43   2   53
文集ノ部     4     2   9   16   31
詩集ノ部     7     7   15   29
作文ノ部     4     4   2   15   25
字引集
節用類     3     5   3   22   7   40

易  家相
方位  占ノ部   10   2   17   29

丙号 国史ノ部     1     3   12   16
歌書ノ部     2     2   1     9   3   17
俳書ノ部     5   13     4   22
算学ノ部     8     8
軍書  絵本

随筆  草双紙     3   21     9   1   34

名所及図絵
仮名物  遊芸     1     7   1   36   1   46

心学及説教     3   1     5     9
医書ノ部     1     2     3
活花  立花
生花ノ部     2     2

小謡ノ部     6     6
法帖  正面
墨字  左板     1   18     1   20

地図書ノ部     1     7     8
小学用書ノ部   11     7   2   20

丁号 字書及
書画譜部     1     6   1     7   15

用文章類   15     6   1   22
往来書部   36     5   41
女用書部     5     5
附込ノ部   11     1   12

「丸板○」「丸板×」などの○×記号は、板木使用の有無（『書目』「仕入員数記」項記事の有無）を示す。
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０
７
点
、
相
合
２
０
２
点
と
な
り
、
相
合
が
全
体
の
約
６
５
％
を
占
め
る
」
と
計

算
し
て
い
る （
17
）。
そ
し
て
、
京
都
書
肆
吉
野
屋
仁
兵
衛
に
お
い
て
は
「
大
凡
、
二

割
強
が
吉
野
屋
の
単
独
出
版
で
あ
り
、
八
割
弱
が
相
合
板
で
あ
る
」
と
い
う
宗
政

五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
の
指
摘
を
ふ
ま
え （
18
）、「
店
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
板
木
の
分
割
所
有
は
氏
の
指
摘
通
り
近
世
末
期
京
都

出
版
界
の
顕
著
な
傾
向
と
認
め
て
よ
い
」
と
結
論
づ
け
た （
19
）。
桂
雲
堂
支
店
の
事

例
は
時
期
も
地
域
も
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
と
は
逆
に
、
丸
板
が
六
割
、
相
合
が
四

割
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
丸

板
四
百
十
三
点
の
う
ち
の
四
割
が
『
書
目
』
甲
号
掲
載
書
と
い
う
点
で
あ
る
。
乙

丙
丁
各
号
と
異
な
り
甲
号
に
ジ
ャ
ン
ル
が
立
項
さ
れ
て
い
な
い
の
は
甲
号
掲
載
書

が
教
科
用
書
で
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
加
え
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

丸
板
で
「
仕
入
員
数
記
」
項
目
に
記
録
の
あ
る
百
五
十
六
点
（
表
４
中
「
丸
板
○
」

の
合
計
数
値
）
の
八
割
弱
に
あ
た
る
百
二
十
一
点
が
、
こ
の
甲
号
掲
載
書
（
教
科

用
書
）
な
の
で
あ
る
。「
仕
入
員
数
記
」
に
つ
い
て
は
『
歴
史
綱
鑑
補
』（
乙
三
号
）

の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
甲
号
か
ら
『
日
本
地
誌
略
』

（
甲
五
号
）「
仕
入
員
数
記
」
を
引
い
て
お
こ
う
。

十
六
年
十
一
月
迄
改
正
前

					





　

五
千
九
十
五
部

〃	

改
正
後　

千
五
百
八
十
部

合
計			



六
千
六
百
七
拾（

マ
マ
）部
也

十
六
年	

三
月　
　
　

五
十
部

〃			



五
月　
　
　

五
十

〃			



〃　
　
　
　

五
十

〃			



六
月　
　
　

百
部

同			



六
月　
　
　

五
十

同			



七
月　
　
　

五
十

〃			



九
月　
　
　

二
百
五
十

〃			



十
月　
　
　

百
五
十

〃		


十
一
月　
　
　

百

十
七
年	

一
月　
　
　

百　

」（
オ
モ
テ
）

十
七
年	

二
月　
　
　

二
百

				




四
月　
　
　

二
百

			



五
六
月　
　
　

百
部

				




七
月　
　
　

百
部

				




九
月　
　
　

百

				




十
月　
　
　

百
五
十

			



十
二
月　
　
　

五
十

十
六
年
三
月
ゟ
十
七
年
十
二
月
迄

〆
千
八
百
五
拾
部

■
■
ゟ
十
七
年
十
二
月
迄

合
計
八
千
五
百
廿

十
八
年
分
惣
〆　
　
　

六
百
部

十
九
年
分
惣
〆　
　
　

三
百
七
拾
五
部　

」（
ウ
ラ
）

右
「
改
正
」
の
示
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
不
明
。『
書
目
』
か
ら
も
豊
住
書
店
史

料
か
ら
も
特
定
し
え
な
い
。『
書
目
』
が
「
明
治
十
八
年
二
月
改
正
」（
題
簽
）
の

も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
以
前
の
別
の
蔵
版
台
帳
を
指
し
て
い
よ
う
か
。
部
数
に
つ
い

て
は
教
科
用
書
に
よ
っ
て
異
な
り
、
総
計
が
数
百
部
か
ら
万
を
超
え
る
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
収
入
が
確
実
に
見
込
め
る
商
品
の
板
木
が
手
も
と
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に
揃
い
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
稲
岡
勝
「
明
治
検
定
期
の
教
科
書
出

版
と
金
港
堂
の
経
営
」
は
、「
か
つ
て
の
翻
刻
出
版
は
売
込
先
の
確
保
さ
え
で
き
れ

ば
、
あ
と
は
印
刷
製
本
す
る
だ
け
で
ど
の
書
肆
も
参
入
可
能
な
商
売
で
あ
っ
た
」 （
20
）

と
、
教
科
書
出
版
へ
の
参
入
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
す
る
。
も
と
も
と
豊
住
伊
兵
衛
は

「
三
重
県
下
書
林
学
校
用
書
籍
所
」
を
名
の
っ
て
お
り
（
明
治
十
年
〔
一
八
七
七
〕

『
小
学
算
術
書
』
巻
四
奥
付
ほ
か
）、
明
治
二
十
年
七
月
付
『
改
革
主
意
書
』
第
三

条
で
も
「
伊
勢
地
方
及
江
州
、
其
他
遠
国
、
取
引
ハ
総
テ
改
革
中
ハ
廃
シ
、
伊
賀

地
方
及
名
張
等
、
并
津
分
店
并
大
坂
支
店
等
ヲ
勤
テ
専
一
ト
ス
ル
」
云
々
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
伊
賀
を
中
心
と
し
て
方
々
に
広
が
る
商
圏
を
有
し
て
い
た
の
で

あ
る
。「
商
法
上
不
熟
練
ノ
」
幾
之
助
が
「
無
闇
ニ
手
ヲ
広
ケ
」
る
こ
と
が
で
き
た

背
景
と
し
て
、
こ
う
し
た
安
定
的
な
収
入
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
「
仕
入
員
数
」
で
あ
っ
て
、
全
て
捌
け
た
こ
と
を

意
味
し
て
は
い
な
い
。
流
通
先
に
つ
い
て
は
仕
入
台
帳
な
ど
別
帳
簿
を
参
照
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
豊
住
書
店
史
料
に
そ
う
し
た
台
帳
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右

の
各
月
記
載
部
数
が
捌
け
た
こ
と
に
よ
る
収
入
が
幾
ら
で
あ
っ
た
の
か
、
総
計
「
八

千
五
百
部
」
が
金
額
に
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
か
ま
で
は
知
り
え
な
い
と
い

う
史
料
的
限
界
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
く
。

な
お
、
稲
岡
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
八
年
に
文
部
省
蔵
版
教
科
書
の
分

版
、
す
な
わ
ち
翻
刻
の
禁
止
措
置
が
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う （
21
）。
民
間
書
肆
に
よ

る
教
科
用
書
の
粗
製
濫
造
に
対
し
て
、
各
府
県
か
ら
文
部
省
に
直
接
払
下
げ
の
要

望
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
。
結
果
、
教
科
書
取
り
扱
い
の
要
件
が
厳

格
化
し
、「
教
科
書
を
出
す
に
は
、
ま
が
り
な
り
に
も
相
当
な
資
本
と
編
纂
の
才
覚

が
不
可
欠
の
要
件
」
に
な
っ
て
い
く
。
明
治
十
八
年
と
い
え
ば
、
桂
雲
堂
支
店
の

経
営
悪
化
が
顕
著
に
な
っ
て
翌
年
に
本
店
に
店
舗
を
譲
渡
す
る
と
き
で
あ
る
。
明

治
十
八
年
十
九
年
に
も
「
仕
入
員
数
」
記
録
が
『
書
目
』
甲
号
に
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
政
策
に
対
す
る
各
府
県
の
導
入
に
時
差
や
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
が
、「
一
般
書
肆
の
参
入
を
し
め
出
し
、
代
わ
り
に
身
元
が
確
か
で
財
力
の

あ
る
書
肆
の
独
占
」
を
促
す
こ
の
政
策
は
、「
十
八
年
裁
判
事
件
已
降
大
ニ
声
価
ヲ

落
シ
」、
さ
ら
に
多
く
の
負
債
を
抱
え
た
豊
住
本
店
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で

あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
明
治
二
十
年
四
月
に
は
「
文
部
省
出
版
図
書
払
下
規

則
」
に
よ
っ
て
文
部
省
発
売
図
書
が
甲
部
（
尋
常
小
学
校
読
本
、
小
学
校
簡
易
教

科
図
書
）
と
乙
部
（
高
等
小
学
校
、
師
範
学
校
各
教
科
図
書
、
高
等
諸
学
科
用
書
）

に
分
か
た
れ
、
そ
の
売
捌
の
参
入
に
も
厳
し
い
条
件
が
付
く
よ
う
に
な
る （
22
）。
も

は
や
、
豊
住
伊
兵
衛
が
食
い
込
む
余
地
も
余
裕
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
・
二
　
相
合
形
態
に
お
け
る
板
木
使
用
の
実
際

相
合
版
と
は
「
複
数
の
書
肆
が
共
同
で
出
版
し
た
書
籍
」
の
こ
と
で
、「
原
則
的

に
は
、
出
資
の
多
寡
に
応
じ
た
部
分
株
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
合
」
う
形
態
を
と
る （
23
）。

先
ほ
ど
『
書
目
』
記
載
の
一
例
と
し
て
揚
げ
た
『
歴
史
綱
鑑
補
』
も
相
合
で
、「
出
資

の
多
寡
」、
す
な
わ
ち
軒
前
に
応
じ
て
板
木
使
用
料
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
書
目
』
丙
号
記
載
の
『
山
海
名
物
図
絵

（
マ
マ
）』
全
五
冊
を
見
て
み
よ
う
【
図
５
】。

管
理
番
号
は
百
一
番
で
、「
名
所
及
図
絵
仮
名
物
遊
芸
」
に
分
類
。
桂
雲
堂
支
店

は
、
同
書
の
板
木
を
明
治
十
六
年
十
二
月
七
日
開
催
の
伊
丹
屋
善
兵
衛
市
で
「
ヲ

〇
ヤ
ム
」（
一
円
六
十
銭
）
で
購
入
し
て
い
る
。
序
跋
を
含
め
て
墨
付
全
九
十
四
丁

の
う
ち
二
丁
分
、
四
丁
張
り
の
板
木
一
枚
の
所
持
に
な
る
。
板
木
使
用
料
は
、「
此

板
ヘ
拾
部
ニ
付
正
味
金
五
銭
取
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
軒
前
は
、
十
六
軒
の
一

軒
前
。
相
合
書
肆
は
、
伊
丹
屋
善
兵
衛
（
四
銭
）、
河
内
屋
喜
兵
衛
（
二
銭
）、
河

内
屋
太
助
（
一
銭
）、
河
内
屋
佐
助
（
五
厘
）、
北
宋
（
不
明
、
北
村
宗
助
カ
、
五
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厘
）
と
購
入
者
の
桂
雲
堂
支
店
（
五
厘
）
の
六
肆
。
板
木
使
用
料
の
五
厘
を
一
軒

前
と
す
れ
ば
、
伊
丹
屋
善
兵
衛
は
八
軒
前
、
河
内
屋
喜
兵
衛
は
四
軒
前
、
河
内
屋

太
助
は
二
軒
前
で
他
は
一
軒
前
。
合
計
す
れ
ば
十
七
軒
と
な
る
の
だ
が
、
板
木
市

文
書
の
ほ
う
で
も
「
十
六
軒
の
一
軒
前
」
と
な
っ
て
お
り
、
だ
と
す
れ
ば
各
書
肆

取
り
分
の
記
載
ミ
ス
だ
ろ
う
か
。
同
書
、『
書
目
』
に
よ
れ
ば
仕
入
員
数
項
に
「
十

五
森
」
と
あ
り
、
河
内
屋
森
本
太
助
が
こ
れ
ら
の
板
木
を
使
用
し
て
十
五
部
刷
り

立
て
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
桂
雲
堂
支
店
に
は
七
銭
五
厘
の
使
用
料
が
河
内
屋

太
助
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
投
下
資
金
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
ほ
ど
で

し
か
な
く
、
回
収
に
は
ほ
ど
遠
い
金
額
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
、『
書
目
』
乙
号
記
載
の
『
春
秋
外
伝  

国
語
定
本
』
全
六
冊
を
見
て

お
こ
う
【
図
６
】。
管
理
番
号
は
二
十
五
号
で
、「
経
書
之
部
」
に
分
類
。
桂
雲
堂

支
店
は
同
書
の
板
木
を
明
治
十
四
年
十
二
月
四
日
開
催
の
伊
丹
屋
善
兵
衛
市
で

「
フ
〇
」（
四
円
）
で
購
入
し
て
い
る
。
軒
前
は
八
十
軒
の
一
軒
前
で
、
墨
付
き
全

三
百
四
十
二
丁
の
う
ち
二
丁
分
（
四
丁
張
板
木
一
枚
）
に
あ
た
る
。
使
用
料
は
十

部
に
つ
き
二
銭
四
厘
七
毛
五
糸
で
、
明
治
十
七
年
十
月
ま
で
に
「
七
百
七
十
」
の

仕
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
桂
雲
堂
支
店
に
は
約
二
円
の
板
木
使
用
料
が
入
っ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
使
用
状
況
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
十

九
年
五
月
二
十
四
日
開
催
の
伊
丹
屋
善
兵
衛
市
で
二
丁
張
板
木
十
五
枚
を
「
サ
ム

ミ
メ
」（
二
十
五
銭
）
で
追
加
購
入
。
軒
前
は
十
一
軒
の
一
軒
前
で
、
板
木
使
用
料

は
十
八
銭
。
同
書
に
関
し
て
桂
雲
堂
支
店
は
二
十
銭
四
厘
七
毛
五
糸
を
設
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
明
治
十
七
年
十
月
以
降
に
こ
れ
ら
の
板
木
が
使
用

さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

【図５】�豊住書店史料『桂雲堂蔵版書目録』丙号よ
り第101号「山海名物図絵」

【図６】�豊住書店史料『桂雲堂蔵版書目録』乙号よ
り第25号「国語定本」
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【
表
４
】
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
桂
雲
堂
支
店
に
お
い
て
は
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
板
木
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。
板
木
は
使
わ
れ
て
こ
そ
利
益
が
生
ま
れ

る
わ
け
だ
か
ら
、
桂
雲
堂
支
店
の
板
木
は
ほ
ぼ
死
蔵
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
前
掲
豊
住
書
店
史
料
『
改
革
主
意
書
』（
明
治
二
十
年
七
月
）
が
「
元
来
商

法
上
不
熟
練
ノ
所
、
前
後
始
終
ノ
考
案
無
之
、
只
無
闇
ニ
手
ヲ
広
ケ
」
て
い
っ
た

幾
之
助
に
「
纔
カ
ノ
年
限
ニ
斯
モ
支
店
ノ
衰
態
ニ
及
ヒ
タ
ル
原
因
」
を
求
め
た
の

も
、
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
相
合
形
態

が
多
く
見
ら
れ
る
『
書
目
』
乙
号
の
漢
籍
、
丙
号
の
国
史
、
歌
書
、
名
所
図
会
類

は
、
そ
も
そ
も
短
い
ス
パ
ン
で
何
度
も
増
刷
す
る
も
の
で
は
な
く
、
安
定
的
に
使

用
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
類
で
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
こ
そ
部
分
的
に
で
も
板
木
を
所
有

し
、
本
替
え
な
ど
必
要
に
応
じ
て
都
度
刷
り
立
て
ら
れ
る
状
況
を
作
っ
て
お
く
こ

と
の
ほ
う
に
意
味
の
あ
る
書
物
群
で
あ
る
。
桂
雲
堂
支
店
の
動
向
は
手
堅
い
方
法

と
も
言
え
る
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
明
治
八
年
の
改
正
出
版
条
例
下
に
あ
っ
て
無
版

権
書
物
の
板
木
分
割
所
有
は
慣
習
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
積
極
的
な
相

合
へ
の
参
加
は
、
板
木
を
介
し
て
他
書
肆
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
た
、
後
発
ゆ
え
の

支
店
運
営
で
あ
っ
た
。

三
・
三
　
後
刷
り
本
の
ス
タ
ン
ス

桂
雲
堂
支
店
が
関
与
し
た
本
を
見
て
い
く
と
、
刊
行
年
月
日
の
な
い
奥
付
記
事

が
散
見
さ
れ
る
。
所
付
や
刷
り
の
状
態
な
ど
か
ら
明
治
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推

測
さ
れ
る
、
と
き
に
「
明
治
期
後
印
本
」
な
ど
と
称
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
一
休
諸
国
物
語
図
会
拾
遺
』
の
奥
付
記
事
【
図
７
】
は
『
庭
訓
往
来
諺
解
大
成
』

で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
所
付
「
心
斎
橋
通
北
久
宝
寺
町
北
江
入
」
の
箇
所
は
、

『
擁
書
漫
筆
』『
玲
瓏
随
筆
』
等
に
見
ら
れ
る
「
備
後
町
四
丁
目
四
拾
番
地
」
を
入

れ
木
修
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
『
つ
れ
づ
れ
艸
』【
図
８
】
の

よ
う
に
「
皇
漢
洋
書
籍
発
売
所
」
と
し
て
豊
住
伊
兵
衛
と
豊
住
幾
之
助
を
並
記
す

る
も
の
も
あ
る
が
、『
草
庵
玉
箒
集
』
の
よ
う
に
末
尾
「
蔵
版
製
本
之
記
」
が
無
い

奥
付
記
事
も
あ
り
、
所
付
も
『
つ
れ
づ
れ
艸
』
の
よ
う
に
備
後
町
の
も
の
と
『
敵

討
勝
山
草
紙
』
の
よ
う
に
入
れ
木
修
訂
し
た
北
久
宝
寺
町
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま

た
、『
俳
諧
小
柴
垣
』
に
押
捺
さ
れ
た
朱
印
記
事
「
大
阪
府
下
／
北
久
宝
寺
町
／
心

斎
橋
筋
北
／
書
肆
桂
雲
堂
／
豊
住
幾
之
助
／
精
選
発
兌
記
」
な
ど
も
あ
る
。『
書

目
』
で
確
認
で
き
る
刊
年
不
明
本
の
「
仕
入
員
数
記
」
を
見
て
み
る
と
、

『
敵
討
勝
山
草
紙
』
十
冊
（
甲
百
十
九
号
）
丸
・
百
二
十
部

『
草
庵
玉
箒
集
』
十
冊
（
甲
百
二
十
六
号
）
丸
・
二
十
部

『
誠
意
伯
詩
集
』
四
冊
（
乙
百
二
号
）
丸
・
二
百
部

『
つ
れ
づ
れ
艸
』
二
冊
（
丙
二
十
九
号
）
丸
・
八
十
五
部

【図７】�国文学研究資料館国書データベース公
開画像より『一休諸国物語図会拾遺』
（国文学研究資料館所蔵）。  �
https://doi.org/10.20730/200002981
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『
俳
諧
小
柴
垣
』
一
冊
（
丙
四
十
八
号
）
丸
・
百
部

『
擁
書
漫
筆
』
四
冊
（
丙
八
十
三
号
）
丸
・
三
十
部

『
玲
瓏
随
筆
』
四
冊
（
丙
八
十
四
号
）
丸
・
六
十
部

と
な
っ
て
い
る
。『
敵
討
勝
山
草
紙
』
は
「
明
治
十
六
年
十
二
月
／
一　

百
部
／
十

八
年
分
〆　

三
十
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
部
数
の
み
。『
書
目
』
が
「
明
治

十
八
年
二
月
改
正
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
数
値
は
そ
れ
ま
で
の
総

計
か
と
思
わ
れ
る
。

『
書
目
』「
仕
入
員
数
記
」
に
記
録
が
な
く
て
も
、
実
際
に
は
板
木
が
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、『
一
休
諸
国
物
語
図
会
拾
遺
』
全
二
冊
を
挙

げ
て
お
こ
う
【
図
９
】。
同
書
は
『
書
目
』
丙
号
「
名
所
及
図
絵
仮
名
物
遊
芸
」
に

記
録
さ
れ
て
お
り
、
管
理
番
号
は
百
九
号
。
明
治
十
五
年
十
二
月
九
日
と
明
治
十

八
年
五
月
二
十
四
日
に
開
か
れ
た
田
中
治
兵
衛
市
（
京
）
で
板
木
を
購
入
し
て
い

る
。
明
治
十
五
年
の
市
で
は
『
一
休
諸
国
物
語
図
絵
』
と
し
て
『
一
休
諸
国
物
語
』

『
仝
図
会
』『
仝
可
笑
記
』『
仝
評
判
』『
仝
目
な
し
艸
』『
仝
大
学
』『
仝
絵
抄
』『
一

休
狂
歌
雀
』『
同
新
板
画
入
』『
同
早
合
点
画
入
』
な
ど
と
と
も
に
購
入
さ
れ
、
明

治
十
八
年
の
市
で
さ
ら
に
追
加
購
入
し
て
い
る
。
桂
雲
堂
支
店
所
持
分
の
板
木
使

用
料
と
し
て
拾
部
に
つ
き
一
銭
、
相
合
書
肆
所
持
分
を
丸
で
使
用
す
る
場
合
は
十

部
に
つ
き
三
十
銭
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
板
木
を
使
用
し
て
刷
り
立

て
た
書
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
で
あ
る
（
前
掲
【
図
７
】）。
奥
付
刊
記
に
刊
行
年
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
桂
雲
堂
支
店
（
豊
住
幾
之
助
）
の
所
付
が
北
久
宝
寺
町
で
あ

る
こ
と
か
ら
明
治
十
七
年
以
降
の
印
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
の
刷
り
立

て
年
月
や
部
数
ま
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
十
九
年
か
ら
二
十
年
の
大

【図８】�国文学研究資料館国書データベース公
開画像より『つれつれ艸』（国文学研究
資料館所蔵）。  �
https://doi.org/10.20730/200002161

【図９】�豊住書店史料『桂雲堂蔵版書目録』丙号よ
り第109号「一休諸国物語図会拾遺」
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阪
に
お
け
る
書
物
の
安
売
り
合
戦
の
な
か
に
『
一
休
諸
国
物
語
図
会
』
が
確
認
で

き （
24
）、
こ
の
文
脈
の
う
え
に
同
書
を
置
い
て
み
れ
ば
、
支
店
譲
受
後
の
本
店
が
時

流
を
見
て
十
部
単
位
で
刷
り
立
て
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
言
え
そ
う
で
は
あ
る
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
板
木
を
所
有
し
て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
ま
た
、

相
合
で
板
木
の
分
割
所
有
に
関
与
し
て
い
れ
ば
、
本
替
え
で
あ
れ
刷
り
置
き
で
あ

れ
、
必
要
に
応
じ
て
刷
り
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
板
木
を
彫
っ

た
り
活
版
で
新
た
に
製
版
し
た
り
す
る
よ
り
手
間
も
資
金
も
か
か
ら
ず
、
そ
の
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
に
こ
そ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
出
版
条
例
が
こ

う
し
た
後
刷
り
本
を
法
的
範
囲
の
外
に
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
条
例
に
よ

れ
ば
、「
出
版
ノ
図
書
ニ
ハ
著
訳
者
ノ
住
所
氏
名
ヲ
記
」
し
「
何
年
月
日
出
版
或
ハ

何
年
月
日
版
権
免
許
ト
記
シ
版
主
ノ
住
所
氏
名
ヲ
記
」
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
第

二
十
一
条
）、
そ
し
て
「
図
書
刻
成
ノ
上
ハ
製
本
三
部
ヲ
内
務
省
ヘ
納
」
め
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
（
第
二
十
条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
同
条
例
が
念

頭
に
置
い
て
い
る
の
は
「
図
書
ヲ
著
作
シ
又
ハ
外
国
ノ
図
書
ヲ
翻
訳
シ
テ
出
版
」

（
第
一
条
）
す
る
と
き
な
の
で
あ
る
。「
社
則
塾
則
引
札
ノ
類
印
刷
シ
テ
発
売
セ
サ

ル
者
ハ
此
例
ニ
ア
ラ
ス
」（
第
一
条
但
書
）。
つ
ま
り
、
後
刷
り
本
は
「
社
則
塾
則

引
札
」
と
同
じ
く
「
印
刷
シ
テ
発
売
セ
サ
ル
者
」
と
し
て
出
版
条
例
の
範
囲
外
に

あ
る
も
の
、
非
「
出
版
」
物
と
し
て
す
で
に
流
通
し
て
い
る
／
し
て
い
た
書
物
と

同
じ
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
出
版
」
物
と
し

て
見
な
さ
な
い
／
見
な
さ
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
奥
付
記
事
も
書
肆
名
の
み
の
簡
略

な
も
の
と
な
る
。
本
節
掲
出
の
桂
雲
堂
支
店
奥
付
然
り
、
本
節
冒
頭
で
触
れ
た
『
山

海
名
物
図
会
』
河
内
屋
太
助
印
本
奥
付
然
り
、
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

の
河
内
屋
太
助
印
本
『
山
海
名
物
図
会
』
に
就
い
て
み
る
と
、「
宝
暦
四
年
甲
戌
初

夏
吉
日
／
寛
政
九
年
丁
巳
初
春
求
板
」「
浪
華
書
林　

梶
木
町
渡
辺
筋  

播
磨
屋
幸

兵
衛
／
心
斎
橋
通
南
久
太
郎
町  

塩
屋
長
兵
衛
／
同  

塩
屋
卯
兵
衛
」
の
本
刊
記
そ

の
ま
ま
に
別
刊
記
【
図
10
】
を
巻
五
末
尾
に
付
け
加
え
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に

『
山
海
名
物
図
会
』
は
六
肆
相
合
で
あ
る
が
、
伊
丹
屋
善
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
相

合
書
肆
の
名
前
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
簡
略
な
付

刊
記
の
向
こ
う
に
は
、
後
印
本
ゆ
え
に
手
間
を
省
く
皮
算
用
や
板
木
使
用
料
を
設

定
し
て
い
た
相
合
書
肆
ら
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
。

四
　
今
後
の
課
題
と
し
て

本
稿
で
は
、
版
権
取
得
が
届
出
制
に
な
っ
た
こ
と
で
板
株
が
消
滅
し
た
明
治
八

年
改
正
出
版
条
例
下
に
お
け
る
板
木
所
有
と
運
用
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
桂
雲

堂
大
阪
支
店
の
史
料
を
と
お
し
て
検
討
し
て
き
た
。

【図10】�『日本日本山海名物図会』巻五奥付（河
内屋森本太助）。国立国会図書館デジ
タルコレクション（インターネット公
開資料）。  �
https://dl.ndl.go.jp/pid/1880978
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大
阪
で
は
、
明
治
十
八
年
か
ら
二
十
年
の
安
売
り
合
戦
が
活
版
印
刷
、
と
り
わ

け
紙
型
利
用
に
よ
る
活
版
洋
装
本
の
濫
造
を
も
た
ら
し
た
が （
25
）、
そ
の
直
前
の
明

治
十
七
年
五
月
に
は
活
版
印
刷
業
仲
間
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
四
十
三
名
が
連
署

し
て
い
る （
26
）。
そ
の
頃
の
桂
雲
堂
支
店
は
経
営
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
た

め
、
活
版
印
刷
の
胎
動
と
、
そ
う
し
た
動
き
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
豊
住
書
店
史
料
か

ら
は
看
取
し
え
な
い
。
た
だ
、
板
木
市
で
焼
板
ま
で
購
入
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み

る
と
、『
改
革
主
意
書
』
の
幾
之
助
評
は
ま
ん
ざ
ら
誇
張
で
も
な
い
よ
う
に
思
え
て

く
る
。
前
節
で
取
り
あ
げ
た
『
一
休
諸
国
物
語
』
の
う
ち
、
桂
雲
堂
支
店
が
三
十

軒
の
一
軒
前
で
所
有
す
る
『
一
休
諸
国
物
語
可
笑
記
』『
一
休
諸
国
物
語
評
判
』『
一

休
諸
国
物
語
目
な
し
艸
』
の
板
木
は
焼
板
で
あ
る
の
だ
が
、
明
治
十
五
年
十
二
月

九
日
の
板
木
市
で
こ
の
焼
板
も
含
め
て
「
一
休
諸
国
物
語
図
絵
」
と
し
て
ま
と
め

て
売
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
を
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
焼
板
を
所
有
し
た
と

こ
ろ
で
出
版
条
例
の
面
か
ら
権
利
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
わ
け
で
、
購
入

メ
リ
ッ
ト
は
「
一
休
諸
国
物
語
図
絵
」
の
相
合
に
参
加
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
各

書
肆
と
商
売
上
の
接
点
を
持
つ
こ
と
と
板
木
使
用
料
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
慣
習
的
な
あ
り
よ
う
は
、
た
と
え
ば
「
明

治
末
に
あ
っ
て
も
板
木
の
売
買
は
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
板
木
市
の
開
催
も
大
正
に

ま
で
及
ん
で
い
た
」
と
永
井
が
指
摘
す
る
よ
う
に （
27
）、
直
線
的
な
新
旧
交
代
で
も

な
い
の
で
あ
る
。
活
版
印
刷
や
洋
装
が
主
流
化
し
て
い
く
な
か
で
、
で
は
、
求
板

本
で
あ
る
こ
と
を
奥
付
に
明
記
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、

板
木
や
板
本
、
刊
と
印
を
め
ぐ
る
心
性
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
っ
た
疑
問
が
お
の
ず
と
湧
い
て
こ
よ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

注（
1
）	

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』「
版
木
」
項
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
四
六
九
頁
。

（
2
）	

『
法
規
分
類
大
全
』
文
書
門
（
内
閣
記
録
局
、
明
治
二
十
四
年
〔
一
八
九
一
〕）
三
一

一
頁
。　

引
用
に
際
し
て
句
読
点
を
付
し
て
あ
る
。
な
お
、
明
治
十
六
年
六
月
二
十
九

日
付
太
政
官
布
告
第
二
一
号
に
よ
り
、
第
一
条
文
言
「
出
版
ノ
前
ニ
」
は
「
出
版
ノ
日

ヨ
リ
到
達
日
数
ヲ
除
キ
十
日
前
ニ
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）	

拙
稿
「
明
治
前
期
東
京
出
版
業
者
名
寄
せ
」、
磯
部
敦
編
『
明
治
前
期
本
屋
覚
書
き  

附
．
東
京
出
版
業
者
名
寄
せ
』（
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
八
三
頁
。

（
4
）	

三
木
佐
助
『
玉
淵
叢
話
』
下
（
開
成
館
、
明
治
三
十
五
年
〔
一
九
〇
二
〕）
一
七
頁
。

（
5
）	

永
井
一
彰
『
藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
』（
日
本
書
誌
学
大
系
九
七
、
青
裳
堂
、
二

〇
〇
九
年
）
二
頁
。

（
6
）	

同
前
、
一
八
二
頁
。

（
7
）	

『
総
合
研
究
所
所
報
』
一
七
号
（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
8
）	

同
前
、
三
頁
。

（
9
）	

『
伊
賀
市
史
』
第
二
巻
通
史
編
・
近
世
（
伊
賀
市
、
二
〇
一
六
年
）
七
六
四
頁
。

（
10
）	

『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
七
巻
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
八
五
年
）
二
一
五
頁
。

（
11
）	

『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
十
巻
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
八
三
年
）
四
六
四
頁
。

（
12
）	

同
史
料
に
い
う
「
裁
判
事
件
」
と
は
津
分
店
主
と
な
る
豊
住
謹
治
郎
に
関
わ
っ
て
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

（
13
）	

明
治
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
付
『
興
和
之
友
』
一
号
に
、「｛
奈
良
椿
井
町
｝ ｛
書
林
｝

豊
住
支
店
敬
白
」
の
広
告
が
確
認
で
き
る
。『
興
和
之
友
』
は
、
奈
良
に
お
け
る
大
同
団

結
運
動
の
拠
点
と
な
っ
た
雑
誌
。
山
上
豊
「
奈
良
県
に
お
け
る
明
治
二
十
年
代
の
政
論

新
聞
に
つ
い
て
―
『
養
徳
新
聞
』
と
『
興
和
之
友
』
を
中
心
に
」（
横
田
健
一
先
生
古
稀

記
念
会
編
『
文
化
史
論
叢
』
下
、
創
元
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
14
）	

豊
住
書
店
史
料
よ
り
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
一
月
二
十
六
日
付
「
営
業
届
」。

作
成
は
豊
住
伊
兵
衛
（
添
上
郡
奈
良
町
大
字
餅
飯
殿
十
六
番
屋
敷
）。

（
15
）	

昭
和
十
年
版
『
全
国
書
籍
商
総
覧
』（
新
聞
之
新
聞
社
、
一
九
三
五
年
）
奈
良
県
五
頁
。

（
16
）	
外
題
に
は
誤
記
が
散
見
さ
れ
る
。
注
５
永
井
前
掲
書
に
お
い
て
も
、
文
政
堂
文
書
の
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書
名
欄
に
誤
記
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
本
の
中
身
を
理
解
し
な
い
ま
ま
板
木
を
遣

り
取
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
せ
る
」
と
し
、「
こ
と
は
文
政
堂
・
竹
苞

楼
両
店
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
出
版
が
産
業
化
し
た
近
世
後
期
に
は
あ
り
が
ち
な
こ
と

と
し
て
注
意
し
て
お
く
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
（
二
五
三
頁
）。

（
17
）	
注
５
永
井
前
掲
書
、
二
五
四
頁
。

（
18
）	

宗
政
五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
二
年
）
二
七

九
頁
。

（
19
）	

注
５
永
井
前
掲
書
、
二
五
六
頁
。

（
20
）	

稲
岡
勝
『
明
治
出
版
史
上
の
金
港
堂
―
社
史
の
な
い
出
版
社
「
史
」
の
試
み
』（
皓

星
社
、
二
〇
一
九
年
）
一
七
三
頁
。
初
出
は
、『
研
究
紀
要
』
二
四
号
（
東
京
都
立
中
央

図
書
館
、
一
九
九
四
年
三
月
）。

（
21
）	

同
前
、
一
七
三
頁
。

（
22
）	

教
科
書
甲
乙
部
図
書
売
捌
制
度
の
導
入
前
後
に
見
る
、
奈
良
に
お
け
る
出
版
環
境
の

地
殻
変
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
改
正
日
本
地
誌
略
暗
記
問
答
』
に
み
る
奈
良
の
売
弘

人
た
ち
（
下
）
―
地
域
の
書
物
文
化
環
境
を
調
べ
る
た
め
に
（
４
）」（『
書
物
学
』
二
十

四
号
、
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）	

注
１
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』「
相
合
版
」
項
、
一
頁
。

（
24
）	

兎
屋
支
店
、
駸
々
堂
、
東
京
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
『
一
休
諸
国
物
語
図
絵
』
を
売
り
出
し

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
大
阪
に
お
け
る
出
版
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
紙
型
と
異
本
」

（『
書
物
学
』
八
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
八
月
）、
拙
稿
「
歴
史
を
「
編
輯
」
す
る

―
群
生
す
る
『
近
世
太
平
記
』『
明
治
太
平
記
』
の
内
と
外
」（『
文
学
』
十
六
巻
四
号
、

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
七
月
）、
木
戸
雄
一
「「
版
権
免
許
」
と
い
う
惹
句
―
明
治
十

九
年
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
出
版
広
告
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
「
月
報
」
一

八
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）	

注
24
拙
稿
「
紙
型
と
異
本
」
を
参
照
。

（
26
）	

『
大
阪
印
刷
百
年
史
』（
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
、
一
九
八
四
年
）
三
四
六
〜
三
四
七
頁
。

（
27
）	

注
５
永
井
前
掲
書
、
三
〇
七
頁
。
竹
苞
楼
『
蔵
板
員
数
』
に
は
、
大
正
五
年
（
一
九

一
六
）
十
一
月
開
催
の
板
木
市
（
大
阪
）
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

【
付
記
】

豊
住
書
店
史
料
の
調
査
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
っ
た
豊
住
勝
輝
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
十
二
月
二
日
開
催
の
日
本
出
版
学
会
秋
季
研
究
発
表

会
（
於
同
志
社
女
子
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
明
治
十
年
代
、
板
木
購
入
・
運
用
の
実

態
と
そ
の
背
景
―
桂
雲
堂
豊
住
書
店
史
料
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
当

日
、
ご
教
示
ご
意
見
等
を
賜
っ
た
方
々
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（21K

00458

）「
近
代
奈
良
県
に
お
け
る
書
物
文
化
環
境

の
実
態
解
明
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


